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ト
ロ
ッ
コ
列
車

出
発
進
行

み
ん
な
の
夢
を
乗
せ瀬

1圏 博
Ｆ
′ロメ賦

●
満員の乗客を乗せ高森駅を発車する 卜ロッコ列車 (4月 6日 )

乗
せ
た
ト

ロ
ッ
コ
列
車

は
、
ゆ

っ
く
り
と
走
り

出
し
ま
し
た
。

平
成
１４
年
度
の
乗
客

数
は
、
過
去
最
高
の
３

万
３
、
７
８
５
人
を
記
録

し
た
ト
ロ
ッ
コ
列
車
。

今
年
も
ま
た
多
く
の

観
光
客
や
子
ど
も
た
ち

の
夢
を
乗
せ
、
大
い
に

活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

３
月
２９
日
、
南
阿
蘇
鉄
道
高
森
駅
で
、
恒
例
の
ト
ロ
ツ

コ
列
車
発
車
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

高
森
幼
稚
園
児
４
名
に
よ
る
く
す
玉
割
り
の
後
、
「
一

日
駅
長
」
と
な
っ
た
田
上
廉
太
郎
君
（
５
つ
）
と
、
ゲ
ス
ト

と
し
て
参
加
し
た
阿
蘇
お
猿
の
里

・
猿
ま
わ
し
劇
場
の
雄

ザ
ル

「勘
平
」
が
出
発
の
合
図
。
約
６０
人
の
家
族
連
れ
を

トロッコ列車の運行

●

◎高森発  9時40分、 13時 36分
◎立野発 11時 40分、 15時50分
10月 まで 1日 2往復します。
(夏休み期間中は毎 日運行。通常は土・日曜と祝祭
日だけの運行 )

乗車料金 (高森―立野)
。大人 670円 /小人 340円 出発の合図をした田上廉太郎君(左 )と勘平。

右は、猿まわし劇場の村崎新八さん。

■

高森町の人口の動き
世帯数/2,639戸 (-19)
男 :3,669(-26)ノ /女 :4,003
総 数/7,672(-47)
(平成15年 4月 1日現在)

町民憲章
]水と緑と土のにおい、いつぱいの住みよい町にします。
2伝統を重んじ、文化の薫る潤いのある町にします。
3老人を大切にし、子どもの夢を育て幸せな町にします。
4勤労を尊び、産業を振興し活力のある町にします。
5スポーツに親しみ、心身をきたえ健全な町にします。

(-21)

鰯懸懸腰圏圏圏□日配目置賢団目圃口剛週闘■圏■高森町マスコット

日 ‖o"525 平成 15年 5月 5日発行
■目

『
可
森峠九十九曲がり自然公園 (千本桜)で、4月 5日
6日 、桜まつりが開催されました。

日
日

発行/高森町役場 編集/企画観光課
〒869-1602熊本県阿蘇郡高森町大字高森2168番地
TEL0967-62-111l FAX0967-62-1174
印刷/(株 )熊本新生社印刷

白水村の「一心行の大桜」との関連ツアー等で近県
からの団体客や、家族連れなど大勢の花見客が訪れ公
園一帯は賑わいました。
お花見広場では、高森阿蘇神社の神楽や巫女舞、阿
蘇琴友会高森教室の皆さんの大正琴が披露され、訪れ
た観光客を楽しませていました。
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◎5月 のテーマ   月/肩こり
(鼻 ]因腔炎|こよるもの)

靡火/甲状腺機能低下症
躙水/大人の立ち<らみ
馘木/舌苔 |こついて
躙金/睡眠時無呼吸症候群
馘土・日/バニツク障害

慇 鮨  瞼 守  ん な 政  の  潟
相 と午 と ら相 の第 に行行 5に
談 こ 後  れ 談 相 三 対 政 政 月 ｀
員 ろ 1き ま は 談 者 す 相 相 181
時  す 無 に の る 談 談 日 |

本 林 か R° 料 応 立 苦 所 週 か |
田 業 ら 首  で じ 場 情 が 間 ら |
幸 総 午 うh ｀ま か や 開 L251
則 合 後

‐
百  秘 す ら 相 設 で 日 |

さ セ 3H 密 °広 談 さ す ま |

ん ン 時 ↑  は  く に れ °で |

夕 ま O 堅  皆 公 ｀ ¬ |

|で   く  さ 正 行  春
|

饉 ン 柩 黎 蟷 塚 _開 次 _√
と 午 と 草 と 午 と 野 と 午 と 高 設 の 高 豫
こ 前  部 こ 前  尻 こ 後  森 い と 森 可
ろ loき 地 ろ loき 地 ろ 1き ・ た お 町 |

時 区 時 区 時 色 し り 社 |

基 か 6 朋 か 6 芙 か 6見 ま 心 会 |
幹 ら 月  遊 ら 月  蓉 ら 月 地 す 配 福 |
集 正 20 館 正 19 館 31o区 °ご 祉 |

落 午 日   午 日   時 日   と 協 |

セ ま ⌒   ま ⌒   ま ⌒   相 議 |

ン で 金   で 木   で 火   談 会 |

夕  V   V   V  所 で |

|             を は |

の高翻丁を託します
第 5代高森町長に 旅本

カ
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ヘ
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院

院

院

院

院

院

院

一ミ

一

医
病
病
医
医
相
病

藤
野
野
本
田
願
野

後

立

立

藤

平

馬

立

T■ 67-0019

TEL 68-0111

TEL 68-0111

TEL 67-0020

T肌 62-0216

TE1 62-0646

TEL 68-0111

24時間.    ′

距:距す,

5月 18日

5月 25日

6月 1日

6月 8日

6月 15日

6月 22日

6月 29日 統

一
地
方
選
挙
の
最
後
を
締
め
く
く
る
町
長
と
町
議
会
議

員
選
挙
が
４
月
２２
日
に
告
示
さ
れ
、
２７
日
に
投
・開
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
町
で
は
、
１５
の
投
票
所
で
午
前
７
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
投
票
が

行
わ
れ
、
同
日
の
午
後
８
時
か
ら
は
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
で
町
長

・
町

議
同
時
に
開
票
作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

選
挙
立
会
人
が
見
守
る
中
、
午
後
１０
時
に
は
新
町
長
と
１４
人
の
新
町

議
が
誕
生
し
ま
し
た
。

２１
世
紀
最
初
の
町
長

・
町
議
選
挙
と
な
っ
た
今
回
の
選
挙
で
は
、
前

回
よ
り
約
１
。
４５
ポ
イ
ン
ト
下
回
る
９２
・
２０
％
の
投
票
率
で
し
た
。

●

「

ノ

至
″Ч
律
相
談

護

昭

一
高

敬
行
範

三
國
昭

三
也

一

将
博

正
義

　
俊
英

直
廣

和
謙
金
生

村

石
斐
森

藤

馬
藤
斐
斐
藤

中
伯

田

山
白

甲

三
宇
相
後

甲
甲
後

野
佐
本

権
相
談

本
町
出
身
の
弁
護
士
津
留
清
さ

ん
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
で
す
。

ｍ
と
　
き
　
５
月
・７
日

（土
）

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

ン
と
こ
ろ
　
芙
蓉
館

金
相
談

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会

保
険
に
つ
い
て
の
相
談
や
申
請
受

付
を
行
い
ま
す
。

瘍
と
　
き
　
５
月
２３
日

（金
）

午
前

１０
時
か
ら
午
後
３
時

３０
分

ま
で
ｍ
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

（林
業
相
談
室
）

政
相
談

●

4月 30日、職員の出迎えを受け初登庁の藤本正一町長

●●

鞣
り
配
相
談

※得票数で案分票の小数点以下は切り捨てています。

山室 克尋
佐楢見誓香

中原 武幸

476
454
415
412
367
356
346
344
329
325
318
312
305
304
298
184

5,546

148

5,695

当選

当選

当_選

当選

”建
一送
”建
霊建
“建
霊建
霊建
壷
建
・霊建
霊建

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

女
性
の
た
め
の
特
設
人
権
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。

蟷
と

き
　
５
月
３０
日

（金
）

午
前
１０
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

脩
と
こ
ろ
　
熊
本
地
方
法
務
局
阿

蘇
支
局
会
議
室

（
一
の
宮
町
）

絋
相
談
内
容
　
い
じ
め
、
差
別
、

近
所
づ
き
あ
い
、
家
事
問
題

（相

続

・
離
婚

・
親
子
関
係
な
ど
）
、

金
銭
問
題
、
登
記
手
続
き
等

颯
女
性
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
を

お
受
け
し
、
相
談
は
無
料
で
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。

鰤
電
話
で
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す

■
０
９
６
７
‐
２
２
‐
０
１
３
７ 有効得票数

無効得票数

■

■

■投 票 総 数

221 TAKAMORI TOWN‐ 2003.05

■
ヨ
ロ

新町長 口町議会議員が決まりました

(住 所 )

野尻。川上

高森・津留

高森。昭和

上色見。東中原

高森。上町

高森。上在

津留・上町

高森。村山

芹口・芹口

2003年 3月 受付分    (敬称略)

(死亡者 )年齢) (御遺族 )

野尻  績  80野 尻 健市

津留 勝美 67津 留 ソヨ

篠田 武重 82篠 田 和行

荒牧アヤ子 81 荒牧 邦彦

佐藤 千秋 71 佐藤喜久子

佐藤 君子 70佐 藤  守

綾部 民生 72綾 部 誠子

波多野義治 80波 多野いくの

後藤 義保 92後 藤 進昭

善 貴 の 灯
ありが とうございました

(敬称略)

■町社会福祉協議会ヘ

<香典返し> 佐藤守 萩平清昭 松本
正夫 綾部誠子 後藤進昭 波多野いく
の 米岡良修 甲斐新也
<一般寄付> 高森保育園保護者会

票率
ヽ

日

″
′

【
　

レ

ノ

′
■
一
　

″

投
〔
∠.2%

藤本 正一
荒牧 弘幸
有働 和幸

1,986 当選
1,902

1,721

■有効得票数

■無効得票数

■投票総数

5,609

86
5,695

投 票 率
(%)

高森町基幹集落センター 258 111 125 236 91.47
９

』 菅 山 集 会 所 95 42 49 91 95.79
う
０ 芹 口 集 会 所 185 86 88 174 94.05

4 永 野 原 集 会 所 246 98 115 213 86.59

124 235 92.52ｒ
Э 高 森 自然 学 校 254 111

´
０ 村 山 公 民 館 599 255 297 552 92.15
７

‐ 旧 高 森 保 育 園 1,157 501 568 1,069 92.39

1,104 471 547 1,018 92.21∩
ё 下 町 公 民 館
Ｏ

υ 南 公 民 館 518 228 253 481 92.86

10 旧JA阿蘇色見支所 556 245 263 508 91.37

11 旧上色見小学校体育館 453 207 219 426 94.04

12 高森町林業センター 346 146 169 315 91.04

13 永 野 集 会 所 62 22 32 54 87.10

14 尾 下 体 育 館 158 70 79 149 94.30

15 河原老人憩いの家 186 82 92 174 93.55

合 計 6,177 2,675 3,020 5,695 92.20

町長・町議会議員選挙 投票区別投票率
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診療は午前9時から午後5時まで

385-舗00

おくやみもうしあげます

選挙当日の

有権者数 男 女 合 計

[今度の温泉館休館日]

※ 6月 は機械設備点検のため、3日 間体館させていただきます。
ご協力をよろしくお願いします。

E役場の支払日 ]

日寺間 9時から 15日寺ま
~で



パ
ソ
コ
ン
講
座

雇
用

。
能
力
開
発
機
構
の
委
託

に
よ
り
、
求
職
者
の
た
め
の
無
料

パ
ソ
コ
ン
操
作
習
得

コ
ー
ス
を

開
講
し
ま
す
。

こ
の
講
座
は
パ
ソ
コ
ン
の
利

用
方
法
の
基
礎
及
び
応
用
を
勉

強
し
て
い
た
だ
き
、
就
職
活
動
に

役
立
て
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

受
講
料
は
無
料

（た
だ
し
、
テ

キ
ス
ト
代
１
、
０
０
０
円
程
度
は

実
費
負
担
）

列
第
２
回

ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
作
成

コ
ー
ス

（Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
基
礎
編
）

◎
募
集
期
間

５
月
２０
日
～
５
月

（Ｕ

■
コ

０
０

ｒ
ｒ

◎
抽
選
日
　
６
月
２
日

◎
受
講
実
施
日
　
６
月
９
日
（月
）。

Ｈ
日
（水
Ｙ
ｌ３
日
（金
）

◎
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

（全
１８
時
間

）

鰊
第
３
回

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成

コ
ー
ス

（Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
応
用
編
）

◎
募
集
期
間

５
月
２６
日
～
６
月

６

日

◎
抽
選
日
　
６
月
９
日

◎
受
講
実
施
日
　
６
月
・６
日
（月
）・

●
第
5
代

高
森
町
長
●

・８
日
（水
Ｙ
２０
日
（金
）

◎
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

（全
１８
時
間

）

隋
往
復
は
が
き
に
希
望
講
習
名
・

氏
名
。
住
所
。
生
年
月
日
ｏ
年
齢
・

住
所
。電
話
番
号
を
記
入
し
て

〒
８
６
９
１
２
３
０
１
　
阿
蘇
郡

阿
蘇
町
大
字
内
牧
２
５
７

ワ
イ
エ
ス
プ
ラ
ン
パ
ソ
コ
ン
ス

ク
ー
ル
ま
で

緻
問
い
合
わ
せ
先

Ⅲ
０
９
６
７
‐
３
２
‐
３
３
９
８

熊
本
県
調
理
師
試
験

咆
試
験
日

平
成
１５
年
８
月
・２
日

（火
）

吻
試
験
会
場

熊
本
県
立
大
学

（熊
本
市
）

趙
受
験
資
格

中
学
校
を
卒
業
し
、
又
は
こ
れ

と
同
等
以
上
の
学
歴
を
修
め
た

後
、
飲
食
店
営
業
、
魚
介
類
販
売

業
、
そ
う
ざ
い
製
造
業
又
は
寄
宿

舎
、
学
校
、
病
院
等
の
施
設
で
２

年
以
上
調
理
の
実
務
に
従
事
し

て
い
る
方
。

諧
願
書
受
付
期
間

平
成

１５
年
６
月
９
日
（
月
）
～

６
月
・３
日
（金
）

隕
願
書
配
布
機
関

各
保
健
所
、
県
庁
健
康
づ
く
り

推
進
課

笏
願
書
提
出
先

熊
本
市
以
外
の
県
内
居
住
者
は

県
の
各
保
健
所

鱚
問
い
合
わ
せ
先

阿
蘇
保
健
所
、
又
は
熊
本
県

健
康
増
進
課
ＴＥＬ
０
９
６
‐
３
８
３
‐

１
１
１
１

（内
線
７
０
７
６
）

個
肌
労‐
働‐
紛
‐
‐
争
の

あ
っ
せ
ん
開
始

労
働
委
員
会
は
、
労
使
紛
争
解

決
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
県
の
機

関
で
す
。

平
成
１５
年
度
か
ら
、
集
団
紛
争

に
加
え
て
労
働
者
個
人
と
使
用
者

と
の
間
の
紛
争
の
あ
っ
せ
ん
も
行

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
あ

っ
せ

ん
と
は
、
労
使
双
方
の
意
見
を
聞

き
、
紛
争
を
調
整
す
る
こ
と
で
、

紛
争
当
事
者
の
自
主
的
な
解
決
の

手
助
け
を
す
る
も
の
で
す
。

労
使
間
の
紛
争
で
お
困
り
の
方

は
、
労
働
者
、
使
用
者
を
問
わ
ず

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

嶽
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
地
方
労
働
委
員
会
事
務
局
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蒻尿隆鱚

新
し
い
町
議
会
議
員
紹
介
⑩

旅本 上
~

・まさかず

当選1回

●ふじもと
◎大字高森
◎無所属新

住
宅
金
融
公
庫
の

個
人
向
け
融
資
を
受
付
中

瞑
第
１
回
申
込
受
付
期
間

４
月
２１
日
（
月
）
～
６
月
９
日
（
月
）

赳
融
資

（
基
準

）
金
利

２
・２
％
（
第
１
回
受
付
期
間
中

）

蠅
申
込
受
付
場
所

住
宅
建
設
、
購
入
（
予
定

）
場
所

近
く
の

「住
宅
金
融
公
庫
業
務
取

扱
店
」
と
表
示
さ
れ
た
金
融
機
関

※
毎
月
第
１

・
第
３
日
曜
日
に
融

資
及
び
返
済
等
の
相
談
会
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
電
話
で
の
相
談
も

受
け
付
け
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

は
問
い
合
わ
せ
先

住
宅
金
融
公
庫
南
九
州
支
店
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０
９
６

‐
３
８
７

１
２
０
０
０

（
平
日
は
午
前
９
時
～
午
後
５
時
、

第
１

・
第
３
日
曜
日
は
午
前
１０
時

～
午
後
５
時

）

●   ●

●  ●

み
ん
な
■
ギ
ん
だ
議
５
ｔ
Ａ

熊本県では、5月 10日 から 6月 9日 までを「野鳥保護

強化月間」と定め、県民の皆さんに野鳥保護に対する理

解を呼びかけています。

期間中は、特に野鳥の違法捕獲や違法飼養の防止に努

めることにしていますので、皆さんのご協力をお願いし

ます。

■問い合わせ先

熊本県自然保護課 TEL 096(383)1111(内線 7457～ 7459)

阿蘇地域振興局林務課T[L0967(22)1111(内 線 363、 364)

野
鳥
保
護
強
化
月
間

●うとう・けい
◎大字高森 商業
◎無所属新 当選 1回

宇
藤

敬
(46)

●ごとう 。かずあき
◎大字上色見 農業
◎無所属現 当選 2回

後
藤

和
昭
(63)

相
馬

俊
行

ω

●そうま 。としゆき
◎大字高森 農業
◎無所属現 当選 3回

●のなか 。けんぞう
◎大字色見 観光農業
◎無所属現 当選2回

(47)

野
中

謙

●ごとう・ひでのリ
◎大字高森 会社役員
◎無所属現 当選 5回

(68)

後
藤

JttL

範

●さえき・きんや
◎大字高森 農業
◎無所属現 当選4回

(44)

佐
伯

金
也

山
村

嵩
護

⑫

●やまむら。しょうご
◎大字高森 商業
◎無所属新 当選 1回

●かい。しょういち
◎大字津留 農業
◎無所属現 当選 3回

(55)

甲
ヨド
X

正

●かい 。なおぞう
◎大字高森 会社役員
◎無所属新 当選 1回

(61)

甲
斐

直

●ほんだ 。せいいち
◎大字上色見 農業
◎無所属元 当選 2回

(51)

本
田

生

白
77
4口

博
昭
(46)

●しらいし・ひろあき
◎大字河原 農業
◎無所属新 当選 1回

●やまむろ 。かつひろ

◎大字高森 飲食店経営
◎無所属新 当選 1回

(49)

克
尋

山
室
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特別給付金の最終償還を終えた戦没
者等の妻及び父母等に、改めて特別
給付金が支給されます。

■第 17回特別給付金「い号」国

債を受けられた戦没者等の妻に、

額面 200万 円の特別給付金が支給
されます。

■第 19回特別給付金 「い号」国
債を受けられた戦没者の父母等に、

額面 100万 円の特別給付金が支給
されます。

■請求期限 平成 18年 3月 31日
まで

■請求手続及び問い合わせ先

役場保健福祉課福祉係

TEL 62‐ 1111(内線 121)

■
一
■
●
，
Ｉ

穐

三
森
義
高
い

●みもり・よしたか
◎大字高森 農業
◎無所属現 当選 3回

甲
斐

廣
國
⑩

●かい。ひろくに
◎大字矢津田 農業
◎無所属現 当選 2回



警察 官募 集
平成15年度

職種・区分 警察官A
(男性・女性・武道指導)

警察官 B(臨時職員)
(男性。女性)

警察官 B
(男性,女性・武道指導) 警 察 行 政 警 察 事 務

受付期間 5/6(火 )～ 5/30(金 ) 5/6(火 )～ 5/30(金 ) 8/13(水 )～ 8/29(金 ) 5/6(火 )～ 5/23(金 ) 8/13(水 )～8/29(金 )

試 験 日 7/13(日 ) 7/13(日 ) 10/12(日 ) 6/22(日 ) 9/28(日 )
試 験 地 熊本市 。東京都 熊本市 熊本市・八代市。本渡市 熊本市 。東京都 熊本市・八代市,本渡市

受験資格

S46.4.2～ S57.4.1生 の

方で4年 生大学卒業又
は見込みの方
武道指導については、
上記に加え柔道又は剣
道の3段以上の段位を
取得している方

S50.4.2～S60.4.1

生の方で警察官A
の学歴要件以外の

方
平成15年 10月 1日

採用に応じられる

方

S51.4.2～ S61.4.1生
の方で警察官Aの学
歴要件以外の方
武道指導については、
上記に加え柔道又は

剣道の2段以上の段位
を取得している方

S49.4.2～ S57.4.1生

の方
(性別・学歴不問)

S57.4.2ヘ ン
S61.4.1生 の方
(性別・学歴不問)

採用人員

男性115人程度・

女性10人程度・

武道指導2人程度

男性18人程度・

女性2人程度
7月 上旬決定 8人程度 7月 上旬決定

合格発表 8月下旬 8月 下旬 12月 上旬 8月 下旬 12月 上旬

※試験案内(申込書 )の請求など詳しい内容のお問い合わせは…

〒 869-1602 阿蘇郡高森町大字高森 1432 高森警察署 総務係 TEL 0967-62-0110(内 線 211・ 212)

熊本県では、次の要領で警察職員採用試験を行います。

※ 警察官A・ B(男性)は、本県以外の 8都府県 (千葉 。警視庁 。愛知 。滋賀 。京都 。大阪 。兵庫・福岡)が同時に受験で
きます。ただし、警察官A(男性)の東京会場及び警察官B(臨時)については、他都府県の同時受験はできません。
※ 警察官A・ B(武道指導)の試験地は熊本会場のみとなります。また、他都府県の同時受験はできません。

39億2,300万円
一般会計総額

長引く経済不況の影響で、歳入の大半を占める地方交付税と町税が大幅

なマイナスという、大変厳しい見通しのもとでの予算編成となりました。

町長・町議会議員選挙が実施された今年度当初予算は政策的経費を極力

抑え、義務的経費や施設の維持管理を中心とした骨格予算による編成とな

りました。新規事業などの政策的判断を要する経費は、原則として今後の

補正予算において肉付けされる予定です。

しかし、生活に支障をきたさないことへの配慮、また事業の継続性など

の観点から保健、福祉、公営住宅整備、社倉・蔵地線、色見環状線の道路

整備事業等については当初予算に盛り込んでいます。

高
森
町
財
政
状
況

の
あ
ら
ま
し

当
初
予
算
の
状
況【宿

直
業
務
を
さ
れ
る
方
募
集
】

「養
護
老
人
ホ
ー
ム
湯
の
里
荘
」
■
詳
細
は
ＴＥＬ
６
７

０
１
８
１
ま
で

●   ●

●   ●

繰入金
1億5294万
(39%)

使用料手数料
1億 6503万 円
(42%)

町  債

円

―

補助が受けられます。

一合併処理浄化槽の設置
水の環境保全を考える上で生活雑排水の未
処理放流は非常に大きな問題です。

町では、合併処理浄化槽の普及促進を推進し
ており、平成15年度においても設置整備につ
いての補助を行います。

要件

①高森町に住所を有する方
(別荘等に設置される場合は対象になりません)

②家を新築し転入 (永住)予定の方
■詳細は

役場保健推進係■ 62-1111内線 125

年に 1回の法定検査が必要です
浄化槽の中には、たくさんの微生物が住んで

いて、私たちの出す汚れた水をきれいにしてく

れています。

浄化槽は「生きている設備」なのです。

■保守点検と清掃で元気な状態を保ち、毎年 1

回“健康診断"である法定検査を受けましょう。

検査を受けると、検査結果書と検査済証が交

されます。

検査は設置者が検査機関に依頼しないと受

られません。

まだ手続きがお済みでない方

、下記までお問い合わせください

■社団法人熊本県浄化槽協会 TEL096-370-3355

■役場保健福祉課保健推進係 TEL62-1111(内 線125)

「浄化槽の点検に来ました」と言って、保守点検をし

たように見せかけて点検料を現金でもらっている悪徳

者がいますので、点検を受ける際は必ず相手の身元を

確認してください。

税
砺
ゅ

町
師
階

円

円

(71

昨年に引き続き、各自治体の普通交付税が大幅に減額

される見込みであるため、財源として町債及び財政調整

基金等の繰入金を充てています。

左表のとおり、歳入を町が自主的に確保できる「自

主財源」と国や県などに依存する「依存財源」に分けて

みますと、本年度の自主財源は 9億4,029万 8千 円であ
り、前年度と比較して 1億7,118万 5千円の減額となって

います。これは、基金の取り崩し額を昨年に比べ少なく

したことによるものです。また、依存財源は29億 8,270

万 2千円で、全体の76.0%を 占めており9億5,581万 5千

円の減額となりました。

※
付

※

け

※

は

県支出金
2億4223万

1円

(62%)

4億4920万円
(115%)

積立金の状況は、下表のとおりです。

財政調整基金

できない大き

は、単年度の財源では対応

の発生、町財

きな変動等に備えて積み立てています。

千円)

学校建設や道路整備、公営住宅

ま

金残高見込な事業を行うときや、災害

政を取り巻く経済情勢の大

てて充

一死

町債を

の債

に

の

金

末

資

度

る

年

一　
４

ヨ
ン　
ー

要

成

に

平 町
ιｌ

′とお下表のよ
古
只
オ
含

千円)(単位の
状
況

す

か ら る日

り変動理敷
〓・　
。

４

，
成
算

す

・

平

決
・ま

決算見込みであり
へ
）
（
∠線 が
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区   分 算 定 基 準 補 助 額

5 人 槽 延べ面積 1 30 1lf未 満 354,000円

6～ 7人槽 延べ面積 130111未満 411,000円

8～ 10人槽 2世帯住宅 (制約あり) 519,000円

金  額区 分

524,562財 政 調 整 基 金

減 債 基 金 1,975

その他特定 目的基金 1,479,321

簡易 水道事業基金 628,060

156,839国民健康保険特別会計基金

高額療養費貸付基金 4,905
△
rコ 計 2,795,662

平成 13年度末残高 6,147,537

平成 14年度借入額 942,500

平成 14年度中償還額 589,595

平成 14年度末現在高 6,500,442
白水村大字中松

(国道 325号線の白水温泉
「瑠璃」入口交差点から阿

蘇山上方面へ約 2 km進 ん

だ右側)

大人 (12歳以上)

子ども (12歳未満)

改装

死産児 (肢体を含む)

15,000円

12,000円

9,000円

7,500円

借
入
金

（町
債
）
の
状
況

1南阿蘇霊照苑〈火葬場)場轟姜1用料が変わ
'ま

す 現在の南阿蘇霊照苑は老朽化のた

場 所 利用料金

歳入|
藤撓蕎七



≪ 目 的 別 歳 出 の 状 況 ≫

町が行う諸施策に伴う経費がどのような目的に応じて執行されるのかを見るために、 目
的別に分類したものが下表です。この表で見ますと民生費、公債費、衛生費が前年度と比

較して大きな伸びを示しています。また、教育費は高森中学校校舎改築事業の終了に伴い

大幅に減少し、土木費、農林水産業費等については、継続的な事業以外は政策的経費を見

込んでいないため減少したものです。
15年度   14年度

100000     200000     300000     400000     500000     600000     700000     800000     900000
(単位 :千円)
10000000

保
育
士
の
登
録
手
続
き
を

罐ざ璽

|

艤鰈圏 ●金融会社からお金を借りてもいないのに…?

●庶民金融から借りたお金は月々ちゃんと返

済しているのに… ?

「 借 金 の 回 収 を 依 頼 さ れ た !」

と偽って、債権回収会社や暴力団を名乗り、電

話や電報 。ダイレクトメール等で返済を迫る悪

質な事案が急増しています。

もし、あなたの家に
このような身に覚えのない督促が来た ら…

①はっきりと断る |

②相手の連絡要求等に応じることなく無視する !

③自宅に尋ねて来たら、臆することなく借用書

や回収の依頼文書等を見せるよう要求する !

④自宅から退去するよう伝え、これに応じなけ

れば「110番」する !

■身に覚えのない請求には、断固たる態度で臨ん

でください。

■いわゆる偽つた「カラ貸し事案」ですので、心配

せずに、毅然とした態度で対応してください。

現在、保育士として業務を行っている方

は、都道府県知事に登録する必要があり、

保育士証が交付されて初めて保育士として

名乗ることができます。

保育士として業務を行っていない方につ

いては、必ずしも登録をする必要性はなく、

登録をしなくても資格がなくなるわけでは

ありません。ただし、今後保育士として業務

を行おうと考えている方は、業務に就く前

までに登録をしておく必要があります。

■保育士登録の問い合わせ先

登録事務処理センター

〒 150-0002 東京都渋谷区渋谷 1丁目1番 8号

青山タイヤモンドビル

登録案内専用電話 :0120-041943

(祝日を除く月曜日から金曜日の10時から18時まで)

音声案内及び Fax:03-5485-3133(終日)
ホームページ   :http//wwЩ hOlkushi.jp

民 生 費

公 債 費

総 務 費

土 木 費

農林水産業費

教 育 費

衛 生 費

商 工 費

消 防 費

議 会 費

予 備 費

災害復旧費

諸 支 出金

7s6,P 1 r

|

36q,1 57

338,088

328,463

費】

費】

費】
費】

【農林水産業費】

≪ 性 質 別 歳 出 の 状 況 ≫

支出する経費を性質別に分類したものが右表です。

法律や契約等によりその支出が制約されている人

件費、扶助費及び公債費などの経費は義務的経費と呼

ばれますが、本年度は21億 1,904万 1千円であり、総

額の54.0%を占めています。

投資的経費の普通建設事業費等は 4億 9,694万 円と

なり、歳出総額の12.7%を 占めています。

予算総額 26億4,361万円

国民健康保険特別会計

‐.   ・■・

老人保健特別会計

8億2,725万 7千円 11億 4,110万 円

(-2.97%)

935,1

町民の皆さんの福祉向上のために使われる経費です。

町の借金 (町債)を返済する経費です。
町の行政、財産、選挙、企画、税の徴収、窓口業務などの経費です。
道路や橋、河川、公営住宅などの整備に使われる経費です。
農林業の振興のために使われる経費です。
学校教育や生涯学習などに使われる経費です。

町民の皆さんが健康にして衛生的な生活環境を保持するために使われる経費です。

商工、観光の振興に使われる経費です。

消防組合への負担金や消防団活動、防火水槽などの整備に使われる経費です。

議会運営のための経費です。

2億 9808万 円
(76%)

5億 5232万円
(141%)

災害復旧事業費
249万 円
(01%)

単独事業費
3億3987万 円
(87%)

補助事業費
1億 5707万 円
(40%)

円

特別会計とは、一般会計とは別に独立した

特定の事業を行うための会計です。

(カ ッコ内は対前年度比 )

介護保険特別会計

5億3,618万 1千円

(+0.83%)

り
に
１４

８

瞑
″

１

１７

３
，７６７
７７
脚

１

　

　

３
‘

‐４

生
債
務
木

民
公
総
土

費
費
費
費
費

育
生
工
防
会

教
衛
商
消
議

●   ●

●  ●

.786

11,614
17,491

2,490
3,189

1,037

1,037

1億 2,375万 円

(-14.59%)
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繰出金

緩却ゆ
齢
４３８
い

維
２

物件費

役場の新しい職員紹介
(78%) 今年は役場 |こ 2人の職員採用がありました。 いろんなところ

であ会いするかと思いますが気軽 |こ声をかけてやって<ださい。
よろし<お願いします。

(+1.33%)

簡易水道特別会計 農業用水特別会計 鉄道経営特別会計

1,525万 1千円

(-8.82%)

7万 3千円

(-33.03%)

ハ
）
ヽ

その他
(333%)

(540%)

義務的
経 費

阿蘇カルデラ
ス■バ■マランン

6月 7日 (土)開催
高森町通過予定時刻
午前7時～11時

阿蘇郡内を100キロコース

(長陽村出発～高森町～阿

蘇町ゴール)、 50キロコ■ス

(波野村出発～阿蘇町ゴー

ル)の 2コースにおよそ800

人の老若男女が挑戦しま

魂

本町の清栄山を一気にか

け登る過酷なレースには、皆

さまのご声援が必要です。

一緒に応援いたしましょう。

植田雄亮
S55.7.12生

(高森 。上在)

趣味・特技は

買い物、剣道 3段

所属 保健福祉課 介護保険係

4月から採用になり、 まだわからない
ことばかりで、 周りの方々に助けられな
がら仕事をしている毎日です。住民の皆

さんのために、 精一杯頑張りますのでよ
ろしくお願いします。

所属 総務課 行政係

今はまだ、わからないことばかり

でご迷惑をおかけすることがあると

思いますが、一生懸命頑張りますの

でご指導をお願いします。

ほんかわ   つかさ

本川 宰
‐
  S57.12.18生

(色見・山鳥)

趣味・特技は

スノーボード

キャンプ

18

僣|りてもいない
済請求に
注意を!

吃彰

鼈
6

′
⌒
ヽ

｀ ~´
〇

職出|
|:議L藉畿
―

39億 2300,,11



高森中央小学校

●

一
「浦
島
太
郎
」
を
英
語
で
熱
演
！

こ
ん
に
ち
は

３
月

２１
日
、
高
森
中
学
校
体
育
館
で
、
町
内

の
小

。
中
学
生
約

６０
人
に
よ
る
英
語
劇

「浦
島

太
郎
」
の
公
演
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

前
回
ま
で
は
、
米
国
モ
ン
タ
ナ
州
の
ミ
ズ
ー

ラ
子
ど
も
芸
術
劇
場

の
指
導
を
受
け
て
実
施
し

て
い
ま
し
た
が
、
今
回
は
町
内

の
先
生
方
や
英

語
指
導
助
手
の
ジ

ェ
イ
ソ
ン
先
生
が
指
導
を
担

当
。公

演
で
は
、
カ
ラ
フ
ル
な
衣
装
に
身
を
包
ん

だ
子
ど
も
た
ち
が
ス
ポ

ッ
ト
ラ
イ
ト
を
浴
び
な

が
ら
次

々
と
ス
テ
ー
ジ
に
登
場
。
約
３
０
０
人

』

の
観
客

の
前
で
、
見
事
な
演
技
と
語
学
力
を
披

『

露
し
て
い
ま
し
た
ｃ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

扁
顔
Ｅ
■
口
■
躙
自
扁
翻
田
日

史芸

こ
の
春
、
色
見
、
上
色
見
、
高
森
の

各
小
学
校
統
合
に
伴
う
高
森
中
央
小
学

校
が
開
校
し
、
４
月
７
日
、
同
校
体
育

館
で
開
校
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
に
は
来
賓
を
は
じ
め
、
統
合
小
学

校
建
設
推
進
委
員
や
同
校
保
護
者

・
児

童
な
ど
約
５
０
０
人
が
参
列
し
同
校
の

開
校
を
祝
い
ま
し
た
。

式
で
は
、
今
村

（
前

）
町
長
が

「各
校

区
民
の
皆
さ
ん
と
保
護
者
の
方
々
の
学

校
教
育

へ
の
理
解
と
協
力
が
開
校
に
結

び

つ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
よ
り
よ

い
環
境
の
中
で
、
立
派
な
高
森
中
央
小

学
校
と
な
る
よ
う
に
、
児
童
の
皆
さ
ん
、

先
生
方
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
。

６
年
生
３
人
に
よ
る
児
童
代
表
が
誓

い
の
言
葉
を
述
べ
た
後
、
校
歌
の
作
曲

者
で
も
あ
る
熊
本
大
学
の
吉
永
誠
吾
教

授
等
に
よ
る
バ
イ
オ
リ
ン
や
ピ
ア
ノ
演

奏
が
行
な
わ
れ
、
最
後
に
校
歌
を
全
員

で
歌
い
同
校
の
誕
生
を
祝
い
ま
し
た
。

輝
く
希
望
　
溢

新
一た
な
誓
い
を

二
、
語
り
継
が
れ
る
　
神
語

伝
え
て
　
占
え
ゆ

．四
、
矢‐社
の
社
の

変
わ
ら

こ
一の
高

学
び
の
ぬ
緑

スヽ
遠

の
歴
史
を

愉
快
々
々
　
ド
ジ
ョ
ウ
掬
い
に
加
た
る
孫

危
ァ
　
カ
ル
テ
の
違
う
手
術
台

お
揃
い
で
　
や
っ
と
双
児
も
新
学
期

鈍
感
　
踏
ま
れ
て
も
気
の
付
か
っ
さ
ん

危
ァ
　
汗
し
た
銭
が
間
違
わ
ん

お
揃
い
で
　
手
上
げ
て
渡
る
ラ
ン
ド
セ
ル

鈍
感
　
あ
ん
た
に
ゃ
時
差
が
有
る
ご
た
る

あ
や
か
っ
て
　
髪
形
ま
で
も
変
え
に
ゃ
ん
か

便
利
な
も
ん
　
酒
に
な
ん
で
ん
か
ぶ
せ
ら
す

愉
快
々
々
　
徳
利
と
気
の
合
う
て
な
あ

便
利
な
も
ん
　
オ
ー
イ
て
云
う
と
お
茶
が
出
る

POETRY PAGE
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若
葉
も
薫
る

咲
き
誇
り
た
る
学
会
に
桜
花

れ
出
で

顆
凸
・，一

．

海・

今

に

・
熱
き
理
想

阿
蘇
五
岳

を
　
掲
ぐ

優
る
べ
き

を

‐
築
く
ら
ん

常
盤
木
の

仰
ぎ
見
て

森
の
　
そ
の
中
央

●

●

　

　

　

　

―

―

業
を
　
習
い
つ
つ

鷺
一鞣

熙

一

一
　

・

一
一響

一
　

　

´

輻
毅√
⑮

一見

そ
な
わ

し
た

る

赤

き
炎

の
　

燃

ゆ

る打
ち
立
て
ん

高
森
温
泉
館
支
配
人

永
　
野
　
哲
　
幸

高
森
の
皆
さ
ん

お
久
し
ぶ
り
で
す

４
月
１
日
か
ら
高
森
温
泉

館

の
支
配
人
と
し
て
勤
務
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。以
前
勤
め
て
い
た
仕
事
の

関
係
で
、
高
森
の
皆
様
と
久
し

●ぶ
り
に
お
会
い
し
、
こ
の
地
で

仕
事
が
で
き
る
こ
と
を
大
変

あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

当
温
泉
館
は
、
今
年

１．
月
１０

日
で
丸
９
年
を
迎
え
ま
す
。
職

員

一
丸
と
な

っ
て
「九
州

一
の

温
泉
館
を
目
指
し
て
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
皆
様
に
心
と
身
体
に

や
す
ら
ぎ
を
味
わ

っ
て
い
た

だ
け
る
温
泉
館
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

毎
月

２６
日
の
「
フ
ロ
の
日
」

に
は
、
仲
間
と

一
緒
に
笑
い
。

涙
・
感
動
を
皆
様

に
提
供

で

き
る
よ
う
な
企
画
を
考
え
て

い
ま
す
。
又
、
老
人
会
、
子
ど
も

会
、
サ
ー
ク
ル
等
で
の
利
用
が

で
き
る
多
目
的
休
憩
ホ
ー
ル

を
設
け
ま
し
た
の
で
、
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

高
森
温
泉
館
は
皆
様
の
施

設
で
す
。
九
州
で

一
番
の
温
泉

館
づ
く
り
に
力
を
貸
し
て
く

だ
さ
い
。

林
　
　
不
忘

後
藤
　
信
子

林
田
　
一
声

上
井
加
根
女

田
上
黙
公
子

馬
原
　
馬
笑

佐
藤
　
重
信

堀
田
　
蘇
仙

三
森

　

茜

渡
辺
　
雲
海

後
藤
　
愛
子 継

が
ん

ｎ

′

誠
吾

盪危
ァ
　
畳
の
へ
り
に
足
取
ら
れ

愉
快
々
々
　
落
ち
ぶ
れ
と
っ
た
恋
敵

便
利
な
も
ん
　
曲
尺
の
腕
持

っ
と
ら
す

春
は
名
の
み
　
阿
蘇
の
襄
に
は
残
る
雪

便
利
な
も
ん
　
足
汚
さ
ん
で
田
の
植
わ
る

統

一
選
ダ
ル
マ
に
両
眼
入
れ
に
け
り

も
の
の
芽
に
心
く
ば
り
て
草
を
取
る

山
桜
無
情
の
雨
に
散
り
急
ぎ

黄
蝶
の
た
ど
る
庭
先
初
夏
の
色

辛
夷
咲
く
古
き
歴
史
の
会
所
跡

菜
の
花
の
あ
た
り

一
面
輝
け
り

蕉
~幸 :鍵  小

響彙

鋏
麺

■

松
山
キ
ヨ
子

桐
原
　
白
酔

松
野
　
笑
声

岡
本
　
琴
司

浦
塚
　
南
天

甲
斐
　
康
利

甲
斐
し
ず
枝

甲
斐
し
ず
子

熊
谷
　
つ
子

野
尻
　
里
女

野
尻
　
美
穂

田
國

= 姜=

僣

レ
　

　

　

有

（野
尻
あ
け
び
句
会
）

鱚潮饉夢鐵

ぎ〓
　

―

菫鼻

■■―

校 訓



高森保育園の誕生会 町立保育園 合同入園式

４
月
５
日
、
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
で
町
立

保
育
園
合
同
の
入
園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

昨
年
ま
で
は
各
園
ご
と
に
行
わ
れ
て
い
た

入
園
式
で
し
た
が
、
各
園
と
も
園
児
数
が
減

少
し
た
こ
と
に
よ
り
今
年
は
５
園
合
同
で
実

施
。お
母
さ
ん
に
手
を
引
か
れ
な
が
ら
ニ
コ
ニ

コ
顔
で
入
場
す
る
新
入
園
児
８
人
を
、
在
園

児
等
が
拍
手
で
歓
迎
。
先
生
か
ら

一
人
ひ
と

り
名
前
を
呼
ば
れ
る
と
、
照
れ
な
が
ら
小
さ

な
声
で

「
ハ
イ
」
と
こ
た
え
る
子
ど
も
た
ち

が
会
場
を
和
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

高
森
保
育
園
で
は
、
毎
月
の
合
同
誕
生
会

の
昼
食
は
特
別
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
３
月
は
、
バ
イ
キ
ン
グ
料
理
と

あ
っ
て
子
ど
も
た
ち
に
は
大
好
評
。

日
頃
は
好
き
嫌
い
を
な
く
す
た
め
決
め

ら
れ
た
も
の
を
食
べ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
日

ば
か
り
は
好
き
な
も
の
を
好
き
な
だ
け
食

べ
ら
れ
ま
す
。
園
児
た
ち
は
、
か
ら
揚
げ
や

エ
ビ
フ
ラ
イ
な
ど
好
き
な
も
の
を
お
皿
に

盛
り
、
う
れ
し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

「子
ど
も
た
ち
は
、
あ
ま
り
好
き
嫌
い
が

な
い
の
で
バ
イ
キ
ン
グ
で
も
大
丈
夫
」
と
先

生
た
ち
。
園
児
か
ら
は

「毎
月
の
お
誕
生
会

も
バ
イ
キ
ン
グ
だ
と
い
い
な
あ
」
と
の
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

・
堪
筵

轟
一■
一．

輌

　

ヽ

ヽ
１
一
　

ヽヽ

自

ｒ
ヽ
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Ｐヽ
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=

輝嗣二¬
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高森中央小学校

初代の先生方

●●

開校式では 6年生の下田智裕君、甲斐朱音さん、後
藤ゆかりさんが、誓いのことばを大きな声で発表し

ました。

中央小学校最初の入学式では37人が元気に入学しました。

田上更正教育委員長から新しい

学校印と学校旗を受け取る藤本

誠司校長。藤本校長は「開校式
を迎えるまでには幾多の困難が

ありましたが、笑顔で集いあう
ことができ大変うれしく思いま

す。これからは色見・上色見・

高森の 3つの小学校の伝統校風
を引き継ぎながらも、新設校と

して特色ある、魅力ある校風を

創造していきます」とあいさつ。

‐
　
　
●

一一
●

■
‐

―

―

●

一

「

一

■

・摯
４一≒
〓

一一●
一■
．■
・

．―

一■
■
■

３
月
・４
日
、
午
前‐
９
時
か
ら

１２
時
４５
分
ま
で
、
Ｒ
Ｋ
Ｋ
ラ
ジ

オ
番
組
の
「と
ん
で
る
ワ
イ
ド
・

大
田
黒
浩

一
の
今
日
も
元
気
」

が
、
高
森
温
泉
館
か
ら
生
中
継

さ
れ
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
番
組
の
司
会
な
ど

で
活
躍
す
る
タ
レ
ン
ト
の
大
田

黒
浩

一
さ
ん
が
来
館
さ
れ
る
と

あ
っ
て
、
温
泉
館
に
は
た
く
さ

ん
の
お
客
さ
ん
が
訪
れ
、
大
田

黒
さ
ん
の
軽
快
な
ト
ー
ク
で
笑

い
に
誘
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

高
森
に
ち
な
ん
だ
ク
イ
ズ
の

コ
ー
ナ
ー
で
は
多
く
の
お
客
さ

せりヽ口Ｈ
生
ハ

〈〓
ぬ叩

協

，の

・レ

ｂヽ
づ
か
ボ卜
・
フソ

ん
の
声
を
ラ
ジ
オ
に
流
そ
う

と
、
大
田
黒
さ
ん
は
温
泉
館
の

大
広
間
を
走
り
回
り
、
ト
ー
ク

と
同
様
に
軽
快
な
フ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

・ ・ ■■‐. _..._          ・・‐‐ .|.         :‐ . ‐     _    卜.■‐.‐

どれにしようかなつと考えながら、好きな料理をお皿に盛る子どもたち

■参加資格

高森町内に住所を有する職場や地

域でのチーム等

■登録料

チーム登録料  5,000円
個人登録料   人数× 1,000円
スポーツ保険料 人数× 1,500円

(加入者は不要)

※登録料は、年 4回開催予定の大

会運営費に充てられます。

※登録|1付|16月 30日 (金 )まで
■問い合わせ先

ソフトボール協会事務局(役場内 )

TEL 62-1111 村 上純――・二子石誠

●   ●

●
　
　
國

入学式前に、高森警察署員や交通安全協会町支部・女性交通指導員等から、交通安全

の黄色いワッペンを肩に付けてもらう新 1年生。

と
ん
て
る
ワ
イ
ト

高
森
温
泉
館
か
ら
生
中
継

‐ ■

隧

・

」紺

鮨
警

7 TAKAMORI TOWN-2003.05
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力んシウムたつ61リメニュー

献立

・鮭ちりめんご飯
・飛鳥汁
・魚の味噌チーズソテー

・イチゴ大福

手作り料理レシじ

～魚の味噌チーズソテー～
□材料 (5人分 )
さば 5切れ (40g)、 A[味噌大さじ 2、 砂糖大さ
じ 1、 酒大さじ 1、 水大さじ2]と ろけるチーズ
50g、 パセリ少々、サラダ油大さじ 1、 レタス適宜

□作 り方

①鍋にAの材料を入れ、ぽってりとなるまで練り
あげる。②フライバンに油を熱し、さばを焼き①

の練り味噌を半面に塗り、その上にチーズをのせ

蓋をして蒸らす。③チーズが溶けたら、パセリの

みじん切りをちらす。

栄養士の
いただきま～す

〃

小中学校の新 し い 先 生 紹介
よちしこ払輌いしますカルシウムを

たくさん摂ろう! 教職員の人事異動により、気

持ちも新たに21人の先生方が

着任されました。その横顔を

紹介します。

カルシウムは、 日本人が唯一不足している栄養
素。その上、カルシウムは体内で吸収されにくく、

吸収されやすい牛乳でさえ吸収率は約半分です。

骨のためには、カルシウムと同様にたん白質も

不可欠な栄養素です。これらのバランスを考え、

カルシウムをたっぶりとることが、骨を丈夫にす

るコツです。

カルシウムの豊富な食品を毎回食卓 に

カルシウムが豊富な食品は牛乳・乳製品、大

豆製品、魚介類、海藻、緑黄色野菜など。

なかで も、 牛乳は 1本 (200cc)ヤ こ200mg
のカルシウムを含むうえ、吸収率も抜群なので、

一日に 1本は飲みたいものです。

・幼 児 (歯が生え出す時期。体重に比べれば相当多くの量が必要 )400mg
・成長期 (骨や歯が形成される時期 )‐……………………‐500～ 900mg
。成 人 (働き盛りの時期 )・………… …̈……“……………“…・ 600mg
。妊 娠 (胎児の骨格が形成される時期 )・………………… …̈ 。1000mg
。授乳期 (哺乳の時期 )・・・̈ …̈ …………・・̈ …・̈ ……………・・ 1100mg
。老 人 (カルシウムの吸収率が低下する時期 )…………・ 700～ 800mg

●   ●

●

カ
ル
シ
ウ
ム

ー
日
の
所
要
量

２０
歳
以
上
の
学
生
も
、
第

一
号

被
保
険
者
と
し
て
国
民
年
金
に
加

入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に

な

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
多
く

の
場
合
、
学
生
に
所
得
が
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
た
め
、
学
生
は

「学

生
納
付
特
例
制
度
」
を
利
用
し
、

市
区
町
村
の
国
民
年
金
の
窓
口
に

申
請
し
、
認
め
ら
れ
る
と
、
保
険

料
を
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
追
納

（保
険
料
を
後
か
ら
納
め
る
こ
と
）

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
前
年
の
所
得
を
確
認
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
毎
年

申
請
は
必
要
で
す
。

■
対
象
に
な
る
学
生

こ
の
制
度
の
対
象
と
な
る
の

は
、
大
学

（
大
学
院
）
、
短
大
、

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専

修
学
校
及
び
各
種
学
校
な
ど
に
在

学
す
る
２０
歳
以
上
の
学
生
で
す
。

た
だ
し
、
学
生
の
所
得
が
６８
万

円
超

（給
与
収
入
の
と
き
は
１
３

３
万
円
以
上
）
の
時
は
、
こ
の
特

例
の
対
象
と
さ
れ
ま
せ
ん

（学
生

に
扶
養
親
族
等
が
い
る
場
合
、
限

度
額
は
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
）
。

※
平
成
１４
年
４
月
か
ら
、
夜
間

・

定
時
制
課
程
や
通
信
制
課
程
の
人

も
対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
前
年
度
に
学
生
納
付
特
例
制
度

の
承
認
を
受
け
、
本
年
度
も
引
き

続
き
承
認
を
受
け
た
い
方
の
申
請

は
、
５
月
３０
日
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
。

※
申
請
は
、
役
場
の
住
民
生
活
課

と
各
出
張
所
窓
口
で
受
付
け
て
い

ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
は

住
民
生
活
課
　
国
民
年
金
係

■
６
２
‐
１
１
１
１
（内
一緑
１
３
２
）

●

／
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・
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＼

〉

国

民
年

全

だ

よ
リ
　
ハ

学
生
納
付
特
例
制
度
に
つ
い
て

～

保
険
料
を
後
払
い
に
で
き
る
制
度
で
す

～
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▽

④ 「野の花と風薫る郷」この高森に住ん

で10年が過ぎようとしています。特色

ある学校づくり、地域に開かれた学校

づくりに頑張っていきたいと思います。
「自分が好き。高森が好き・高森に住む

人が好き」な人づくりをめざして一。

【
　
，
＼

‘

み
圭
大
か
孝

ヽ
卜
こ

―
づ
５

か
甲

蹄

雹

鰈

綴
陸

線
撥
，①

教
頭

②
高
森
中

③
園
芸

E賽回

わけやま たか し

分山 貴志

④クラス数日本一の帯山中から来まし

た。担当教科は技術 。家庭科です。教

職に就いて今年で 4年 目、若さと元
気で楽しい授業を心がけていきます。

掲載は順不同です。

上から下に見てください。学校

ごとに色分けしています。

①職名
②前任校名
③趣味・特技など
④ 自己紹介・抱負・あいさつ

みやもと てつや
宮本 哲也

④ 16年 前、色見小にお世話になって

おりました。校長先生をはじめ、職員

の先生方と共に「茜さす国見ヶ丘、希

望雲湧く東中学校」の精神を具現化す
べく取り組みたいと思います。

へ
火

q,

魃
瞼
賣
圏

①
教
頭

②
県
立
教
育
セ
ン
タ
ー

③
史
跡
探
訪

①
教
諭

②
帯
山
中

（熊
本
市
）

③
ド
ラ
イ
ブ
、
模
型

づ
く
り
、
音
楽
鑑
賞

ふちかわ しゅうじ

渕川 修二

④小国中から来ました渕川といいま

す。早く新しい学校に慣れて、阿蘇の

良さを今まで以上に知り、周りの人に

PRできたらと思います。

①
教
諭

②
小
国
中

③
野
球

高
森
束
圃

①
養
護
教
諭

②
高
森
東
小

③
ド
ラ
イ
ブ

おおつか  いく

大塚 郁

④昨年度の高森東小卒業生と一緒に、

東中へ入学 (?)することになりまし
た。地域や保護者の方々、そして子ど

もたちに学びながらがんばっていきた

いと思います。

頷
瑣
熙
団

①
教
諭

②
長
陽
中

③
囲
碁
、
読
書
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

いわした ゆうすけ

岩下 雄祐

④高森町は 2回 目の赴任になります。
前回は統合前の車部北部中最後の 1年

間お世話になりました。在任中は保護

者の方にも大変良くしていただき、東

中へ来たかった希望がかなってうれし

く思っています。

日要固

①
教
諭

②
久
木
野
中

③
剣
道

（四
段
）

こ
子
さ

口
＝

あ
工白
ｔ

饗
椙
島
興

④木の香りが漂い、開放感あふれる

校舎。このような環境の中で勤めさせ

ていただけることをありがたく思いま

す。私自身、初心に返り新しいことに

も挑戦していきたいと考えているとこ

ろです。高森町在住です。

蝙
貶
仄
圏

①
主
任
事
務
職
員

②
上
色
見
小

③
読
書

いわした く み
岩下 久美

④高森町の広さを改めて感じつつ毎日

学校に通っています。中学校勤務は初

めてですが、先生方や子どもたち、地

域の方々にいろいろ教えていただきな

がら一生懸命頑張ろうと思います。

疱
瘍
盪
剛

①
教
諭

②
阿
蘇
中

０
）ネ
ッ
ト
サ
ー
フ
ィ
ン
、

ス
キ
ー

さかい あきひろ

堺 昭博

(|=11)大 津町から通っています。素晴らし

い環境にめぐまれたこの高森町で精一

杯がんばりたいと思います。担当教科

は国語ですので、生徒たちが色々な本

に親しめるように、 どんどん本を紹介
していけたらと思っています。

１
１
ヽ
が
１

8

教職員異動

■撫

誓島峰

葛酸

珀馨凸
贅I`

羮
ё
:公炒

崚調|二》ヽ

穐

會

E器□

『

多言
‐

餘

不



平
成
１２
年
度
に
お
け
る
町
村
毎

の
平
均
寿
命
が
厚
生
省
か
ら
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

本
町
で
は
男
性
が
７８
・
６
歳
、

女
性
が
８５
・
２
歳
と
な
っ
て
い
ま

す
。
一
方
、
介
護
保
険
の
認
定
を

受
け
た
方
は
、
平
成
１３
年
１０
月
現

在
で
２
４
４
名
。
そ
の
中
で
、
寝

た
き
り
と
な
っ
た
主
な
原
因
は
脳

血
管
障
害

（
脳
卒
中
等

）
と
骨
折

に
よ
る
も
の
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。元
気
で
長
生
き
す
る
た
め
の
ひ

と
つ
に
は
、
若
い
時
か
ら
の
丈
夫

な
骨
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

骨
の

一
生

胎
児
は
、
母
親

の
血
液
か
ら

胎
盤
を
通
し
て
必
要
な
栄
養
を
遠

慮
な
し
に
摂
取
し
て
骨
を
作
り
ま

す
。
そ
の
分
、
母
親
は
妊
娠
。授

乳
時
に
大
量
の
カ
ル
シ
ウ
ム
を
必

要
と
し
ま
す
。

１５
～
１６
歳
で
骨
密
度
は
最
大
と

な
り
、
ほ
ぼ

４０
歳
ま
で
は
維
持
さ

れ
る
も
の
で
す
。
女
性
で
は
５０
歳

前
後
に
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
減
少
に

伴
い
骨
密
度
も
急
激
に
減
少
し
て

き
ま
す
。
男
性
は
比
較
的
骨
密
度

が
高
い
状
態
で
保
た
れ
６０
歳
頃
か

ら
加
齢
と
と
も
に
徐
々
に
減
少
し

て
き
ま
す
。

し
か
し
、
骨
密
度
が
最
大
と
な

る
時
期
か
ら
骨
づ
く
り
に
必
要
な

カ
ル
シ
ウ
ム
摂
取
量
は
減
少
し
、

４０
歳
位
ま
で
低
い
状
態
が
続
き

ま
す
。
飽
食
の
時
代
で
あ
り
な
が

ら
バ
ラ
ン
ス
よ
い
食
生
活
が
と
れ

な
い
こ
と
や
、
や
せ
願
望
な
ど
に

よ
り
必
要
な
栄
養
素
が
う
ま
く
摂

る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
最
大
骨
密
度
で
維
持
す
る
時

期
に
骨
に
貯
金
が
出
来
な
い
と
、

高
齢
期
に
は
骨
折
し
や
す
い
骨
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

骨
づ
く
り

基
本
は
食
事
と
体
を
動
か
す
こ

と
で
す
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
の
生

活
の
仕
方
が
と
で
も
大
切
に
な
っ

て
き
ま
す
。
親
世
代
（
３０
～
４０
代
）

が
自
分
や
子
ど
も
の
将
来
を
考
え

て
生
活
リ
ズ
ム
の
あ
る
バ
ラ
ン
ス

の
良
い
食
事
を
と
る
こ
と
、
そ
し

て
体
を
快
適
に
動
か
す
こ
と
が
大

事
な
こ
と
で
す
。

保 健 師 か ら

bfi,ft.+o)

骨
が
′
=
′【ユ

な
い

は
じ
め
よ
う
！

丈
夫
な
骨
づ
く
り●   ●

●  ●

なかた じゆんこ

中田 順子

④高森町は、母の故郷です。その高森

町に赴任したのも何かの縁です。新し

い学校での新しい出会いを通して、自

然豊かな高森町のことをたくさん知っ

ていきたいと思います。

③ ② ①
通 宮 教
販 原 諭
′lヽ

′」ヽ
国
町

おぎ

荻
よういち

洋一
③ ② ①
映 大 教
画 野 諭
鑑 小
員
傘
陽
町

④再び初任地に戻りました。ずつと小

規模校で勤務してきました。今回、高

森中央小となり、久しぶりに多人数で

にぎやかな毎日となりそうです。

子どもの目の高さを忘れずに共有で

きたらと思います。

とくぶち すみお

徳渕 澄夫
繰耀鶴

橿嬢P
豪 薦癬輔軸

警

愕
1翌日

④菊池育ちの私にとりましては初めて

の阿蘇での生活となります。恵まれた

自然環境の中で、地域の方々に支えら

れながら、確かな学力を持ち心豊かな

草部中生徒の育成に向けて精一杯頑張

ります。

③  ② ①
散 義 県 校
歩 務 教 長｀
教 育
野 育 庁
球 課
観
戦

ながおか

長岡 かおる
③  ② ①
旅 翁 大 養
行 距 道 護
μ中教

扇 諭

EE罰ヨ
④はじめまして。天草出身ですので阿

蘇の冬の厳しさを聞き少し不安も感じ
ますが、それよりも今は高森町の風景
の素晴 らしさを楽しんでいるところ
です。高森中央小に子供たちの笑顔が
いっぱいになるようがんばりたいと思
います。

とくがわ み か

徳川 美香
③ ② ①
聴 ド高 教
くラ森 諭
ギLイ 中
蓄 ブ
・

2三
`_日
と 楽
を

④高森中学校で 6年間お世話になりま
したので、高森 7年 目となりました。
大好きな高森の地で子どもたちと過ご

せることを、とてもうれしく感じてい

る毎日です。何事にもチャレンジ精神

でがんばります。

いちはら さ ゆ り

市原 小百合 竃F

景量暑11:
′T 
■目日

til地元阿蘇の地でお世話になることに

なりました。今まで500人程の学校で

したので、この車部中がかわいらしく

感じます。子どもたちとの関わりを大

切にし、一緒に感動しながら頑張ろう

と思います。

やまうち しんすけ

山内 新助
_ユら~て
,

炉可
■_

颯

燎
4卜
1圏□
光り輝

③ ② ①
スゴス 内 校
ケルボ 牧 長
:フ 1 小
卜
｀
ツ ⌒

等ス傘 阿Vキ 色蘇
l、スじ

④37名の児童と8名の職員で、
く高森東小にしていきたいです。

地域のすば らしさを活かしながら、

児童一人ひとりのよさを伸ばし、学ぶ

ことの自身と誇りを育てていきます。

ほんだ  さ ゆ り

本田 小百合
③ ② ①
大 ス上 教
好 ポ 色 諭
き l見
ツ小

日
)白く

④根子岳のふもと上色見より子どもた

ちとともにお引越し。三校の良さ、子

どもたちの誇り「二人寄れば…」を「三

校寄れば…」と、みんなでがんばリパ

ワーアップします。子どもたちの輝く

瞳で若さ吸収。

爛螂臨
墟鐘群
¶ρ

睾
□

の
応
援

阪 長 教
神 陽 諭
夕 中
イ
ガ
|

ス

家はお茶

小崎 佳澄
こざき かずみ

④蘇陽町の出身で、 をつくっ

ています。国語科の担当で、今までは

蘇陽と長陽ばかりでしたので、高森町

は初めてです。ショッピングセンター

でよくウロウロしておりますので、見

かけたら声をかけてやってください。

読 ス 白 教
書 ポ 水 諭
1小
ツ

=彗

道

0地元に帰ることができ大変うれしく
思います。少しでもお役に立てるよう、

明るく素直な草南小の子どもたちと一

緒に新たな気持ちで頑張りたいと思い

ます。

きた  0 み

北 由美
J恥事=
電雲彦
|■議警繭由
‐.軍

訃
曲
部
1畷□

今村 愛
③②①
ボテ上教
|二 色諭
ル ス見
｀
′lヽ

ソ
フ
ト

④上色見小から引き続き高森町でお世

話になります。高森中央小のスタート

の年に赴任できてうれしく思っていま

す。「いつも前向きに」がモットーです。

いまむら  あい

旱
壌轟
鵬調‐

いわもと え み

③ ② ①
旅 二 事
行 江 務｀
小 職
ピ⌒ 昌
ラ五
~

ン碍
([)海の見える天草から来ました。前任

校が比較的温暖な地域にありましたの

で、冬の寒さを少し心配しております

が、四季折々に変化する山の美しさを

堪能したいと思います。

骨
づ
く
り

１
カ
ル
シ
ウ
ム
を
積
極
的
に

摂
取
す
る
。

３
適
度
に
運
動
す
る
。

骨
に
刺
激
を
与
え
代
謝
を

促
し
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
骨

へ
の
定
着
が
よ
＜
な
り
ま

す
。

４

ア
ル

コ
ー

ル

。
た
ば

こ

・

リ
ン
酸

・
食
塩
を
控
え
る
。

カ

ル

シ
ウ

ム

の
吸
収
を
妨

丈
夫
な

の
た
め
に

げ
ま
す
。

広
報
た
か
も
リ
カ、
ら
の
お
願
い

た
か
も
り
出
身
の

皆
様

へ

■
転
居
の
と
き
は

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

広
報
た
か
も
り
が
宛
先
不
明
で
返

送
さ
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま

す
。
住
所
、
氏
名
の
変
更
な
ど
、
早

め
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
ふ
る
さ
と

へ
の
想
い

お
寄
せ
く
だ
さ
い

ふ
る
さ
と

へ
の
想
い
や
近
況
報

告
、
た
か
も
り
の
発
展
に
役
立
つ
お

住
ま
い
の
街
の
紹
介
な
ど
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
本
誌
で
紹
介
し
ま
す
。

■

広

報

郵

送

料

の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

本
誌
は
毎
月
３
３
０
０
部
を
印
刷

し
、
町
内
配
布
と
共
に
北
海
道
か
ら

沖
縄
ま
で
の
た
か
も
り
出
身
の
皆
様

に
も
お
送
り
し
て

「ふ
る
さ
と
の
便

り
」
と
し
て
ご
愛
読
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
皆
様
方
の
ご
協
力
に
よ
り
、　
１４
年

度
は
約
１６
万
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

（寄
付
い
た
だ
い
た
方
は
お
名

前
を
紹
介
）

本
誌
は
郵
送
の
場
合
、
ｌ
ヶ
月
に

１
４
０
円
か
か
り
ま
す
。

（広
報
誌

代
は
別
）

引
き
続
き
、
現
金

（小
為
替
な
ど
）

や
、

９０
円
以
下
の
少
額
切
手
で
１
年

分
程
度
の
ご
寄
付
を
毎
年
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
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・・♂
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ヽL
」■由ヨ

２
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を
と
る
。

カ
ル
シ
ウ
ム
を
骨
に
吸
収

さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
栄

養
素
で
す
。

日
光
浴
に
よ

っ
て
も
皮
膚

で
作
ら
れ
ま
す
。



「
え
せ
同
和
行
為
」
に
は

毅
然
た
る
態
度

で

「え
せ
同
和
行
為
」
に
対
し
て

、
同
和
問
題
に
関
す
る
正
し
い

●

課
．一

◎
と
も
だ
ち
と

手
を
つ
な
い
だ
ら

ホ
ッ
と
す
る

高
森
小
学
校
　
　
　
ほ
ん
だ
　
ゆ
う
だ
い

◎
と
も
だ
ち
が

い
や
が
る
は
な
し
は

や
め
よ
う
よ

高
森
小
学
校
　
　
　
み
も
り
　
　
ゆ
　
い

◎
何
げ
な
い

そ
の

一
言
が

傷
つ
け
る

草
部
南
部
小
学
校
　
甲
　
斐
　
　
愛
　
美

◎
い
つ
ま
で
も

明
る
い
学
校

忘
れ
ず
に

草
部
南
部
小
学
校
　
後
　
藤
　
　
め
ぐ
み

◎
ケ
ン
カ
を
し
た
ら

い
や
な
気
持
ち

文
句
を
言
わ
な
い
で

高
森
東
小
学
校
　
　
後
　
藤
　
　
悠
　
希

◎
笑
い
の
た
え
な
い

明
る
い
ク
ラ
ス

助
け
合
っ
て
作
ろ
う
よ

高
森
東
小
学
校
　
　
本
　
田
　
　
智
　
貴

◎
平
等
に

愛
そ
う

み
ん
な
友
達

色
見
小
学
校
　
　
　
住
　
士
口
　
　
　
翼

◎
み
ん
な
の
瞳

輝
く
た
め
に

信
頼
で
き
る

友
だ
ち
つ
く
ろ
う

色
見
小
学
校
　
　
　
山石
　
下
　
　
美
　
樹

■
■
●
■
●
一
●
， ■
●
〓
■
■
■
■
■
■
■
●
■
■
●
●
一■
■
一■
●
■
　
　
　
　
　
　
　
・
■
●
■

●
●

●
―

じ

ん人

権

関λ理 |,は

係
`解

|(

行 :の
政ド促 i

機き進え

な
連
携
が
必
要
で
す
が
、
何
よ
り

も
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
、
不
当

な
要
求
は
断
固
と
し
て
断
り
、
不

当
な
行
為
に
対
し
て
は
、
法
的
な

処
置
を
と
る
な
ど
、
毅
然
と
し
た

態
度
で
対
応
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。最
近
、
い
か
に
も
同
和
問
題
の

解
決
に
努
力
し
て
い
る
よ
う
に
装

っ
て
、
高
額
な
書
籍
を
売
り
つ
け
、

強
要
す
る
電
話
が
あ
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
は
、

こ
わ
が

ら
ず
、
あ
わ
て
ず
、
ゆ

っ
く
り
、

丁
寧
に
対
応
し
、
相
手
方

の
氏

名
、
住
所
、
団
体
名
を
確
認
し
、

不
当
な
要
求
に
は
毅
然
た
る
態
度

で
断
固
拒
否
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
か
ら
、
こ
の
よ
う
な

「え

せ
同
和
行
為
」
に
つ
い
て
は
、
警

察
ま
た
は
、
役
場
同
和
対
策
係

へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

住
民
生
活
課
　
同
和
対
策
係

け

ん

を

図

る
と

と

も

に
、

関
な
ど
と

の
緊

密ち

千
成
１５
年
度
は
人
字
津
留
の
一
部
を
実
施

皆
さ
ん
の
協
力
で
円
滑
な
調
査
を

町
で
は
、
国
土
調
査
法
に
基

づ
き
昭
和
５４
年
度
か
ら

「
地
籍

調
査
」
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
に
大
字
高
森

・
色
見

・

上
色
見

・
河
原

・
尾
下
の
調
査

が
完
了
し
て
い
ま
す
。

昨
年
に
引
き
続
き
、
今
年
は

大
字
津
留
の

一
部
を
調
査
し
ま

す
の
で
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

地
籍
調
査
を
実
施
す
る
う
え
で

最
も
重
要
な
こ
と
が
境
界
の
確
認

作
業
で
す
。
土
地
の
所
有
者
で
あ

る
皆
さ
ん
の
協
力
な
く
し
て
は
、

こ
の
大
事
業
を
成
し
遂
げ
る
こ
と

は
出
来
ま
せ
ん
。
町
で
は
、
毎
年

実
施
す
る
地
区
か
ら
推
進
委
員
を

選
ん
で
い
た
だ
き
、
本
事
業
を
進

め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

調
査
を
実
施
す
る
に
当
た
り
、

土
地
所
有
者
の
皆
さ
ま
に
お
願
い

が
あ
り
ま
す
。

①
土
地
の
境
界
確
認
と
杭
う
ち

境
界
を
中
心
に
１
・５
メ
ー
ト
ル

幅
内
の
竹
木
伐
採
や
草
刈
り
を
行

い
、
測
量
が
出
来
や
す
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

調
査
当
日
は
、
隣
接
所
有
者
と

立
会
確
認
の
う
え
、
筆
界
杭
を
曲

が
り
角
に
し
っ
か
り
打
ち
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

②

一
筆
調
査
に
は
必
ず

立
ち
会
い
を

隣
接
所
有
者
と
の
話
し
合
い
が
つ

か
ず
境
界
が
決
定
し
な
い
場
合
は
、

筆
界
未
定
地
と
し
て
処
理
さ
れ
る
た

め
、
調
査
完
了
後
は
個
人
の
費
用
で

測
量
を
行
い
境
界
を
決
定
し
て
、
登

記
所
に
申
請
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。円
滑
な
調
査
を
進
め
る
た
め
に

も
、　
一
筆
調
査
の
立
ち
会
い
に
は

ぜ
ひ
ご
協
力
下
さ
い
。
当
日
、
本

人
が
立
会
い
で
き
な
い
場
合
は
代

理
人
の
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
地
区
説
明
会

■

②

一
筆
地
調
査

‐■

③
測
量■

④
面
積
測
定

⑤
地
籍
簿

・
地
籍
図
の
作
成

⑥
本
閲
覧

⑦
知
事
の
認
証

③
登
記
所
送
付

※
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
く

の
は
①
②
⑥
で
す
。
そ
の
都
度
、

ご
通
知
い
た
し
ま
す
。

※
①

か
ら
③
ま
で
に
約
２
年
か

か
り
ま
す
。

鶉
問
い
合
わ
せ
先

企
画
観
光
課
　
地
籍
調
査
係

ＴＥＬ

６

２

‐

１

１

１

１

（内
線
２
１
４
・
２
１
５
）

すまいるフェスタ inたかもりで、
人権啓発作文を発表する子どもたち。

じん   けん け tヽ      は ′

しょう  かい

●

●  ●

人権書勒 |
ひょう

標贄紹介
―■●:=■■,・―    ・‐―・■■、■●|‐

(平成 14年度高森町人権啓発フェスティバル啓発標語の中から)

春の全国交通安全運動
5月 11日 ～20日 (10日 間)

シー トベル ト着用調査結果 (運転席のみ)
<平成 14年 8月 に実施>
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着用日本一 :

竹田市
(大分県)

平成 15年度に行われる調査区域 (大字津留の一部)

高千穂町
(宮崎県)

◎今年度の調査地区

大字津留の

赤岩、烏麦、賀良仁日、向鹿子原、神原、

鹿子原、本住、山杭、長尾、幸崎、御沓迫、

河原、堂ノ原、塔菜嵐、伯母ケ城、越敷、

小越敷、烏屋ノ谷、越敷ノ下、千代喜畑

※合計 20字で、518平方キロメートルを調査する予
定です。

町 村 名 男 女 合計 県下での順位

高 森 町 91.7 90.7 91.3 33

蘇 陽 町 90.1 90.5 90.1 43

長 陽 村 85.8 91.7 88.0 53

久 木 野 村 84.2 85.4 84.5 68

白 水 村 82.3 88.1 83.5 72

士ル|

ー

一

一
　
　
　
　
ヽ

鸞鐵鑢嵐●

高森警察署 TEL 62-0110

r――■
Lロ

o■|1谷ルト●■|イルドシ■卜の着用●徴薫|

睡亜薩骰鰤炒
③圏堅型要画遍厄圏国国
華驚
:震 i

塩簸
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10月 1日～ 12月 31日

皆様の善意
本町で

個別募金 1,059,850円

法人募金

職域募金 162,247円

学校募金 42,648円

街頭募金 84,720円

大 口募金 211,520円

卓上募金 123,150円

預 金 利 息 78円
△     =+

「

コ     ロ: 2,225,213円

■日本赤十字社

社費納入の

お願い

2,225,213円
赤
い
羽
根
共
同
募
金

へ
の
ご
理

解
と
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

昨
年
の
１０
月
か
ら
１２
月
に
か
け

て
実
施
し
た
募
金
運
動
で
は
、
各

校
区
婦
人
会
や
駐
在
嘱
託
員

・
組

長

・
高
森
中

。
高
森
高
校

・
高
森

寮
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
等
の
皆
様
よ
り

共
同
募
金
会
に
ご
協
力
い
た
だ
き

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
方
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た

ご
芳
志
は
、
熊
本
県
共
同
募
金
会

を
通
じ
て
、
各
地
の
社
会
福
祉
協

議
会
や
福
祉
施
設
整
備
費
な
ど
と

し
て
配
分
さ
れ
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
在
宅

福
祉
の
充
実
、
地
域
福
祉
の
推
進

等
の

一
部
と
し
て
大
切
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

町
民
体
育
館
で
開
か
れ
た

「す
ま
い
る
フ
ェ
ス
タ

ｉｎ

た
か
も
り
」
の
と
き
に
は
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
た
く
さ
ん
の
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●

●

日本赤十字社社費は、赤十字の人道的使命に基づき、国内・外

を問わず援助を必要とする人々等に、広く手をさしのべられてい

ます。

本年度も年間社費の納入をお願いする時期になりました。

例年同様、各校区の婦人会等を通して各世帯へお願いいたしま

す。どうぞ皆様ご協力ください。

年間社費は、一般社費500円以上で特別社費が2000円以上と

なっています。

同

募金

11l  TAKAIMORI TOu′N-2003.05

社|1会

'1編

|1祉|1協 :1議 1会 ||だ||■ ||リ

閂
一

一，
・

‐一

．“一一・．．―

．〓
≡
≡
ピ
，鶉

―

●

●

・

．
一

　

　

・

■
・●
‐・
●
■
・

・

４

‐

_謝||_■・

讚
●
一
　

‐
　

　

｝

舅
属
・・量
一予
一

菌鐵聟壌議橿爾一一一・・一・・・一

Ч

■

・■
　
　
‐

一

・

　

・

聰

増

潮

541,000円



蝙給
与
所
得
者
と
税

～
新
社
会
人
の
皆
さ
ん

へ
～

就
職
し
て
初
め
て
手
に
す
る

給
料
明
細
書
を
見
て
い
た
だ
く
と

「所
得
税
」
と
い
う
項
目
が
あ
り

ま
す
。
会
社
な
ど
で
は
、
社
員
の

皆
さ
ん
に
毎
月
の
給
与
や
ボ
ー
ナ

ス
を
支
給
す
る
際
に
、
こ
の
所
得

税
を
差
し
引
い
て
、
皆
さ
ん
に
代

わ
っ
て
税
務
署

へ
納
付
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
を

「所
得
税
の
源
泉
徴

収
制
度
」
と
い
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
源
泉
徴
収
さ
れ
た

所
得
税
は
、
そ
の
年
の
最
後
の
給

与
等
の
支
払
の
際
に
精
算
す
る
仕

組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
精

算
手
続
を

「年
末
調
整
」
と
い
い

ま
す
が
、
大
部
分
の
給
与
所
得
者

は
、
年
末
調
整
に
よ
っ
て
そ
の
年

の
所
得
税
の
納
税
が
完
了
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
改
め
て
「確

定
申
告
」
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
給
与
の
年
間
収
入
金

額
が
二
千
万
円
を
超
え
る
方
や
給

与
所
得
の
ほ
か
に
二
十
万
円
を
超

え
る
所
得
が
あ
る
方
な
ど
は
、
「確

定
申
告
」
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
確
定
申
告
を
し
な
く
て

も
よ
い
給
与
所
得
者
で
も
、
医
療

費
控
除
や
住
宅
借
入
金
等
特
別
控

除
な
ど
が
受
け
ら
れ
る
と
き
は
、

確
定
申
告
を
し
て
源
泉
徴
収
さ
れ

た
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

魃
問
い
合
わ
せ
先

阿
蘇
税
務
署
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０
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２

２

１

０

５

５

９

消
費
税
滞
納
は

ル
ー
ル
違
反

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
は
、

消
費
者
か
ら
の

「預
り
金
的
な
性

格
」
を
有
す
る
税
金
で
す
。

消
費
者
の
立
場
に
立
て
ば
消
費

税
及
び
地
方
消
費
税
を
滞
納
す
る

こ
と
は
、
到
底
許
さ
れ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

督
促
を
受
け
て
も
納
付
さ
れ
な

い
場
合
に
は
、
売
掛
金
、
預
金
等

の
財
産
の
差
押
え
を
受
け
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

特
に
、
売
掛
金
な
ど
の
差
押
え

を
受
け
ま
す
と
大
事
な
取
引
先
か

ら
の
信
用
を
失
う
こ
と
に
も
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
は
、
本
税
の
ほ
か
、
延

滞
税
も
併
せ
て
納
付
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

税
金
は
、
社
会
共
通
の
会
費
で

す
。
確
実
に
期
限
内
に
納
付
す
る

よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

期
限
内
に
納
付
で
き
な
い
事
情

が
あ
る
場
合
に
は
、
お
早
め
に
税

務
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

″①湛夕
あ怒たの税がぃきでι〕も
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～消す心置いてください火のそばに～

平成14年度の
救急・火災発生状況
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火災の発生状況

高森町での発生件数

2件

1件

1件

合 計  4件
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